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岩手県学校教育情報化推進計画の概要（案） （計画期間：令和６年度～10 年度） 

国の動向 

ア 全国学力・学習状況調査 

  

 

 

 

 

 上記「問」に対し、「ほぼ毎日活用」「週３回以上活用」と回答した学校

の割合（合計値） 

 

【小学校】 

 Ｒ４年度調査 Ｒ５年度調査 伸び幅(R5-R4) 

岩手県 49.3％ 71.4％ 22.1％ 

全国 85.1％ 90.6％ 5.5％ 

【中学校】 

 Ｒ４年度調査 Ｒ５年度調査 伸び幅(R5-R4) 

岩手県 65.4％ 81.9％ 16.5％ 

全国 81.2％ 86.7％ 5.5％ 

 

令和５年度全国学力・学習状況調査結果によると、岩手県のＩＣＴ機器

を授業で活用している小中学校の割合は、全国と比較して低い結果となっ

ているが、前年度の調査結果と比較すると、大幅に増加しており、全国平

均との差も縮小している。 

 

イ 教育の情報化の実態等に関する調査結果（令和４年度） 
  （令和５年３月現在 令和５年 10月公表） 

指標（全学校種） 岩手県平均値 全国平均値 

教育用コンピュータ 

１台当たりの児童生徒数 
0.8人/台 0.9人/台 

無線ＬＡＮまたは移動通信システム

（ＬＴＥ等）によりインターネット接

続を行う普通教室の割合 

96.6％ 97.8％ 

インターネット接続率(100Mbps以上) 95.3％ 98.0％ 

普通教委室の大型提示装置整備率 64.2％ 88.6％ 

統合型校務支援システム整備率 42.2％ 86.8％ 

教員のＩＣＴ活用指導力 74.0％ 78.1％ 

 

 統合型校務支援システムに関しては、岩手県では「教育活動の質の改善」

及び「業務の軽減と効率化」を目的として、「岩手県クラウド版統合型校

務支援システム」を導入することとしており、令和６年度から段階的に導

入し、令和８年度から全県統一運用を行うこととしています。 

学校質問紙調査 

調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、児童（生

徒）一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、授

業でどの程度活用しましたか。 

策定趣旨 

 

（１）ＩＣＴの効果的な利活用の推進 

  

具体的な取組内容 

位置付け 

目指す姿 現状と課題（主なもの） 取組内容（主なもの） 

〇県と市町村が連携して設置した「岩手県学校教育ＤＸ・学力育

成協議会」を通じたＩＣＴの効果的利活用の推進 

〇ＧＩＧＡスクール運営支援センターによる広域的な活用支援 

効果的な利活用に向けた実践と検証

に取り組んでいくことが必要 

ＩＣＴを効果的に活用することによ

り、子どもたちに必要な資質・能力

の育成を目指す 

岩手県の現状・課題 

「情報活用能力」を子どもたちの学

習の基盤となる資質・能力として育

成していくことを目指す 

ＩＣＴ機器を効果的に活用し、児童

生徒の、児童生徒の情報活用能力を

育成していくことが必要 

〇「いわての情報活用能力体系表例」の活用と普及 

〇情報活用能力育成のためのカリキュラム・マネジメントの推進 

〇情報モラル教育の充実 

児童生徒１人１台端末を活用し、将

来的には児童生徒が健康・運動に係

る保健管理を自ら行うことを目指す 

児童生徒がＩＣＴ活用により、継続

的に個々の健康課題に応じた健康管

理等を充実していくことが必要 

〇ＩＣＴを活用した保健管理に関する調査研究 

〇新チャレンジカードをベースにした健康づくりサポートシステ

ムの児童生徒１人１台端末への導入 

（４）多様なニーズに対応する教育機会の提供 

小規模校等の多様性のある学習の確

保、特別な支援が必要な児童生徒の多

様な教育ニーズに対応した教育機会の

保障を目指す 

小規模高校においても質の高い授業

等を提供していくことが必要、不登

校児童生徒等への教育機会の確保が

必要 

〇配信拠点からの質の高い遠隔授業の配信 

〇長期入院や不登校となっている児童生徒へのＩＣＴ機器を活用

した授業配信等 

〇データの収集・分析・利活用に基づく課題解決型学習の推進 

（５）教員のＩＣＴ活用指導力の向上と人材の確保 

教員がＩＣＴ環境を最大限活用する

ことにより、個別最適な学びと協働

的な学びの一体的な充実を目指す 

教員のＩＣＴ活用指導力は全国に比べ

低い状況にあり、ＩＣＴ活用指導力の

向上に取り組んでいくことが必要 

〇ＧＩＧＡスクール運営支援センターによる対応と訪問指導の充実 

〇各市町村が配置するＩＣＴ支援員相互の連携の促進 

〇ＩＣＴ活用指導力向上のための教員研修の充実 

（６）学校におけるＩＣＴ活用のための環境整備 

ＧＩＧＡスクール構想等により学校

に整備したＩＣＴ環境の充実を図る 

整備したＩＣＴ機器等の計画的な更

新が必要 

〇児童生徒１人１台端末や、大型提示装置の計画的な更新 

〇高速大容量通信に対応したネットワーク環境の充実 

（７）教育データの分析等 

教育データを有効に活用し、教育の質

的な向上を目指す 

デジタル教科書の活用やＣＢＴの導入

等、新たな学びに対応していく必要 

〇諸調査等のデータを活用した検証改善サイクルの確立 

〇デジタル教科書の活用促進やＣＢＴ等の導入検討 

（８）ＩＣＴ推進体制の整備と校務の改善 

県内統一のシステムを導入し、教育の

質の改善や校務負担の軽減を目指す 

統合型校務支援システムの導入を推進

する必要 

〇全県統一の統合型校務支援システムの導入 

〇教職員の勤怠・服務管理等のシステム化の検討 

（２）児童生徒の情報活用能力の育成 

  

（３）児童生徒の健やかな体の育成（６０プラスプロジェクト） 

取組の視点 


